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＜①背景＞
　近年、地球環境への関心が世界的に高まる中で、日本の家庭からのCO2排出量に占める自家用乗用車の割合は約３割にのぼる。（図1）このような状況の下、自動車よりも環境負荷の小さい自転車の利用が注目されている。
つくばにおいても、TX開業以降つくば駅周辺の自転車利用者数は増加しており（図2）、同時に駐輪需要（駐輪行為をとる自転車利用者の数）も増加している。つくば駅周辺では年々増加する駐輪需要に合わせて駐輪場の整備が行われているが、未だに放置自転車禁止区域における違法駐輪が無くなることはない。私たちは、この問題の原因が駐輪場の配置や料金設定等にあると考え、研究を行うことにした。
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＜②目的＞
上のグラフから、そもそもつくば駅周辺地域ではTX開業以降、駐輪場の整備が駐輪需要に追いついていないことがわかる。しかし、実際につくば駅周辺の様子を見てみると駐輪場が満車状態でなくとも違法駐輪が発生している場所もあり、駐輪可能台数の不足のみが問題ではないと考えられる。そこで、私たちは駐輪場の立地特性・違法駐輪の発生要因・利用者の動向・駐輪場に対する選好等の詳細を把握し、本質的な駐輪需要を満たすような駐輪場整備を提案することを目的とした。
＜③調査フロー＞

地域施設班では、図3の通り初めに背景・目的を設定し、文献・ウェブ調査によって駐輪場に関する調査の情報を入手、その後つくば駅周辺に関する問題を明確化するために諸機関に対してヒアリング調査を行うこととした。その情報を元につくば駅周辺地域の実態調査を行うことでつくばの現状を把握し、更に他都市への事例調査からつくばとの比較・先進政策のつくばへの応用法を検討する。
[image: image6.emf]つくば駅周辺における駐輪需要と整備状況
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駐輪需要（H22以降は予測）

駐輪可能台数（H22以降は計画）

中間発表以降は、更なるヒアリング調査を行う一方で、実際に駐輪場を利用する人に対してのアンケート調査等を行い、駐輪場利用の詳細を検証する。それらを踏まえた上で本当に管理者・利用者双方の立場から見た理想的な駐輪場とは何なのかを考察し、現在の環境を向上させる提案をしようと考えた。
＜④文献・ウェブ調査＞

Ⅰ．摂南大学での学内調査[1]
・93％の自転車利用者が「面倒くさいから」路上に自転車を止めたことがある。

・8割の人が路上駐輪をする際に他人の目を気にしており、集団心理の意識から他の放置自転車や街路樹などを目印に自転車を止めている。

・2段式、ランチャー式の駐輪機は利用しにくいと感じる傾向にある。

Ⅱ．ふじみ野駅西口周辺を対象にした調査[2]
・駐輪場の不足が放置自転車の原因となっている。

・違法駐輪者には、目的地までの経路上に自転車を放置する、選択意識として「とめやすさ」よりも「近さ」を重視している、という特性がある。

・駐輪場を利用しない理由の内訳は、「駐輪場が駅から遠くて不便」、「駐輪場料金を払いたくない」　が多く、少数回答として「無料駐輪場の存在を知らない」というものもある。
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・対策としては、目的地までの移動経路上に駐輪場を設置する、店舗と駐輪場の共同経営の提案、バスへの需要コントロールなどが挙げられている。
Ⅲ．山田駅（大阪府）周辺を対象にした調査[3]
・駅前には2時間無料の時間貸し駐輪場があり、駅から離れた場所に1日100円の市営駐輪場がある。
・短時間駐輪者の95％以上が駅前駐輪場を利用、逆に長時間駐輪者の95％以上が市営駐輪場を利用。調査周辺地域に放置自転車はほとんどない。
・駐輪場を利用する理由として、短時間駐輪者の51.8％が「利用のしやすさ」を挙げ、長時間駐輪者の47.4％が「違法駐輪時の撤去の恐れ」を挙げている。
・現在の駐輪場を選択した理由としては、短時間駐輪者の53.2％が「無料時間がある」ことを挙げ、長時間駐輪者の理由は「家から最寄りの駐輪場であること」34.6％、「駐輪場の場所」32.9％、と続いている。
・対策としては、目的施設近傍に短時間駐輪用の無料駐輪場を整備する、駐輪料金の見直しなどが挙げられている。
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＜⑤ヒアリング調査＞

Ⅰ．日本の自転車問題全般に関する調査
調査日時：5月8日（金）PM2:00　晴れ
対応：国土技術政策総合研究所　大脇鉄也氏、本田肇氏、簑島治氏
・日本の自転車保有台数は2005年で8千万台超と推計され、普及している。
・日本の交通手段に占める自転車の割合は約12％で、欧米諸都市と比べると高い分類に入る（図3）。
・自転車は5ｋｍ程度の短距離の移動においては鉄道や自動車よりも移動時間が短い。
[image: image9.png]


・自転車は必ずしも駅端末利用ではない。
・つくば市特有の問題というものは特になく、全国的に同じような問題を抱えている。

・現在は、違法駐輪をする人が最も利益を得る環境にある。（駐輪場利用の「歪み」が発生している）

[image: image10.emf]時間別駐輪台数
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Ⅱ．つくば駅周辺の公共駐輪場に関する調査
調査日時：5月1日（金）PM2:00　晴れ
対応：つくば市都市建設部都市施設課　滝本勝弘氏

・つくば駅周辺には13の有料市営駐輪場と、1つの無料駐輪場が存在する（バイクを含む）。（図4）

・駐輪場利用状況は駐輪場ごとに異なる。定期利用契約数はほぼ満車状態。

・TX開業以降急激に増加した放置自転車だが、現在は少しずつ減少してきている。（一方で、土日は已然として多数の放置自転車が存在する。）

・H24までに、放置自転車数を目安にして算出される修正駐輪需要に合わせた、1230台分の駐輪場整備を計画中（図5）。料金設定等は未定。

・大型商業施設等、人が多数集まる場所には駐輪場を設置する条例をつくばでも施行予定。

・平成20年度は25回（全て平日）撤去活動を実施し、1527台の放置自転車を撤去。返還率は減少傾向にあるものの、約半数が返還されている。


Ⅲ．つくば駅周辺の代表商業施設に関する調査
調査日時：5月1日（金）PM4:00　晴れ
対応：クレオスクエア　新妻健一郎氏
・駐輪場は9時半から利用可能であるが、TX利用者が駐輪しに来るため、それ以前に開放している。昼の利用者が一日で一番多く、入り口付近の場所から込み始める。

・水曜日は女性サービスデイのため女性客（自転車利用者が多い）が多く、土日は平日の倍近くの利用者が存在する。

・駐輪場内外には約100台の迷惑駐輪があり、特に駅に隣接する場所に多いことから、駅利用者が主な原因であると考えられる。

･迷惑駐輪対策として、朝の時間帯に臨時警備員を配置。放置自転車に対しては、端に寄せる、別の場所に移動する等の措置を取っているのみ。
・今後駐輪場に関して新しい取り組みを行う計画は無い。

＜⑥実態調査＞
Ⅰ．通勤・通学時間帯の駐輪場利用者の動向観察

調査日時：4月27日（月）、28日（火）、5月1日（金）の7～9時

調査場所：つくば駅周辺の市営駐輪場
・定期利用の北1・2、中央[第1区画]駐輪場は、収容台数が特に多いことから、様々な方面からの利用、様々な方面へ向けての利用がある。
・定期利用全体で見ると、調査時間帯の定期利用の正利用と逆利用の数に大きな差が無いことがわかった。
・一時利用の駐輪場に関しては、図6のような特徴がある。


[image: image1]…正利用：自宅から駅（周辺）への利用


[image: image2]…逆利用：駅から通勤・通学先への利用

①中央[第2区画] …全体的に利用者は少ない。
②中央[第3区画] …東から来る利用者が多く、北から来る利用者も少しある。通勤･通学時間を過ぎても駐輪場には半数ほど空きがある。
③西…西から来る利用者がほとんどで、北からも少しの利用者がある。8時過ぎには満車状態になり、違法駐輪が発生。
④A5南路上…南側から来る利用者がほとんど。7時半頃には満車状態になり、違法駐輪が発生。
⑤図書館、公園付近…市営駐輪場は大半が空いているが、図書館北には多数の違法駐輪が発生。

⑥西、A5南路上駐輪場方面の自転車利用者は、同駐輪場が満車状態であった場合に、交差点を超えて他の駐輪場の空きを探すという行動を取らない。

⑦交番横に違法駐輪をする自転車利用者は、付近の駐輪場の空き状況を確認することなく駐輪していくことから、常習的に違法駐輪を行っている可能性が高いと考えられる。

・全体的に一時利用の逆利用は少ない。

・調査を実施した時間帯には、通勤・通学のための利用者が大半を占めていた。

・駐輪場を管理しているつくば市シルバー人材センターの方に質問をしたところ、毎朝各駐輪場に10～20台の違法駐輪が発生しているとの回答を得た。
Ⅱ．時間別・平休日別の駐輪場利用台数

調査日時：5月8（金）、9（土）、12（火）、16日（土）の7時から21時までの2時間毎
調査場所：つくば駅周辺の全27箇所（※）の駐輪場。
※…市営駐輪場12箇所、施設用駐輪場10箇所（クレオ・ライトオン・センタービル等）、無料駐輪場1箇所、違法駐輪の特に多い場所として市が分類した区域4箇所（その他含む）。（図5）
・違法駐輪がもっとも多い時間帯は夕方15時～17時頃で、平日に143台、休日で299台。（図7）
・商業施設用の各駐輪場には、20～50台程度の利用時間外駐輪が存在する。休日は、更にその倍以上ある。
・定期利用全体の利用率は、最も多い時間帯でも70％。場所によっては更に低いところもある。（図7）
・西[一時区画]とA5南路上駐輪場は9時の段階で利用率が100％に達しており、周辺に違法駐輪が発生している。

・公園東路上、図書館西路上、図書館南駐輪場は休日でこそ最高で40％近い利用率があるが、平日は15％程度しか無い。特に、図書館南駐輪場の利用率が約5％と低い。一方で、その周辺には違法駐輪が存在する。

＜⑦他都市事例調査＞
Ⅰ．北千住

調査日時：5月12日（火）PM1:30　曇り
・区営駐輪場は駅前に数カ所。定期専用。24時間利用可。簡易ゲート・簡易スタンド式（電磁ロック・2段ラック等無し）。搬送コンベアが無い駐輪場もある。

・第3セクターが管理する駐輪場は区営駐輪場から少しだけ離れた場所に位置。一時・定期利用。利用時間は6～24時。ICカード読み取りゲート・簡易スタンド式。搬送コンベア・コインロッカー・自動空気入れ（全て無料）・高齢者や身障者用の特別駐輪スペースを設置。
・第3セクター駐輪場は、同ビル内の医療施設や千住区民事務所、マルイなどと提携しており、該当施設利用者には無料サービス券を発行。
Ⅱ．三鷹
調査日時：5月12日（火）PM3:30　曇り
・JR三鷹駅から徒歩5分の位置に、3年ほど前に立てられた地下駐輪場「すずかけ駐輪場」がある。
・一時利用150円／回（3時間無料）、1ヶ月2300円（学生2000円）。24時間利用可。レンタサイクル業務も行っており、利用料金は500円／日。利用時間は9～19時。
・機械式地下立体駐輪機：1440台収容（定期）

・電磁ロック式駐輪機：260台収容（一時）

・駐輪場建設費5億円。

・第三セクターの(株)まちづくり三鷹が建設

・管理はシルバーセンターが受託されている。

・市内で違法駐輪が発見された場合、即時に撤去される。

Ⅲ．吉祥寺

調査日時：5月12日（火）PM5:00　曇り
・SEIYUでは地上立体駐輪場が設置されている。
・入り口は狭い歩道に面しているため混雑が生じており、交通の妨げにもなっている。

・周辺の路上には違法駐輪が発生している。
【事例見学全体の考察】第3セクターによる駐輪場整備は、民間と行政が協力しやすい仕組みになっているので、より円滑な駐輪場の整備・管理が行える。
＜⑧調査全体の考察＞
・つくば駅周辺では定期利用の絶対数が不足していることから、駐輪場の増設が必要。駐輪場利用者の目的地を把握し、より近い場所へ配置することが望ましいと考えられる。土地が限られているのであれば、三鷹のような地下立体駐輪場の導入も有効であると考えられる。
・一部駐輪場の利用率向上に加えて、駐輪場における「歪み」を解消するために、利用者の多様なニーズに対応する料金設定・設備の充実・情報発信・周辺環境の整備等によって駐輪場利用者のメリットを増大させる必要がある。北千住で見られるような駐輪場設備の充実が有効であると考えられる。
・商業施設の迷惑駐輪問題を解消するためには、駅利用者と施設利用者の区別が必要である一方で、駅に隣接する場所では空間の共有も必要。北千住で見られるような施設提携サービスの導入によって、同一空間内の利用者の区別が実現できる。
・平日から土日にかけての駐輪需要の変化に対応して、定期利用の空きを一時利用に転換するなど、システムの工夫が必要。
＜⑨今後の調査方針＞
　今後はアンケート調査など、利用者に対する実態調査によって利用者側の利用の構造・利用者のニーズを把握し、本質的な駐輪需要を明らかにする。
その後、それらを満たすような
・駐輪場の適正配置、適正料金、適正設備、情報発信提案

・違法駐輪抑止制度提案（撤去活動・返還手数料等）
を目指していく。
＜⑩参考文献＞

[1] 自転車利用者の駐輪意識

[2] 駅前違法駐輪者の行動・意識データに基づく放置自転車対策の方向性
[3] 放置駐輪の抑止を目指した駐輪料金の設定に関する研究

[4] つくば市都市施設課「自転車駐車場整備計画」
[5] つくば市都市施設課 「つくば駅周辺における放置自転車数の推移」
[6] つくば駅自転車等駐車場
















・駐輪場を整備する際には、周辺の交通環境への配慮も必要。





・一時利用の駐輪場が不足している場所がある。


・休日利用者の駐輪意識の見直しが必要。


・各駐輪場の利用率の偏りの原因を突き止めることが必要。





・利用できる土地が限られている場所では、最新の地下立体駐輪機が活躍する。


・駐輪場の整備だけでなく、違法駐輪が発生しにくい環境づくりが必要。





・通勤・通学時間帯で駐輪場の利用率が大幅に増加することから、駐輪場利用者は、通勤・通学の駅利用者が多いことがわかる。


・方面毎に、駐輪場の利用状況や違法駐輪の発生要因は異なる。


・方面別の利用者数の違い・利用目的などを調査する必要があると考えられる。





図6　動向観察結果





図5　自転車駐車場整備計画





図4　つくば駅周辺市営駐輪場





図7　時間別駐輪台数





・迷惑駐輪対策は必要であると思われるが、クレオスクェアとしては今後新しい取り組みは行わない。


・現在のクレオ単体の取り組みだけでは、抜本的な迷惑駐輪の解決は困難である。





・駐輪場（特に定期利用）の整備が必要。


・平日から休日にかけての需要変化に合わせた駐輪システムが必要。


・放置自転車数を補える数の駐輪場を整備するだけでは不十分。


・駐輪場の利便性に見合った料金設定が必要。


・撤去活動の強化（特に休日）が必要。








図3　Urban Transport Benchmarking Initiative Year Two Annex A1 Common Indicator Report、H12国勢調査














・駐輪場利用者は必ずしも駅端末利用者でないことから、駐輪場利用者の需要を正確に把握するためには、出発地・目的地の調査が必要。


・駐輪場における「歪み」の解消、つまり駐輪場利用者がメリットを受けられる環境整備が必要。





●違法駐輪発生の原因は駐輪場の不足だけではなく、駐輪場の距離・料金・設備・情報、利用者の心理的要因など、多くの要素が関係している。


・全体的に目的地からの近さを重視する傾向にあるが、特に短時間駐輪者にその傾向が強く見られる。


・駐輪場利用目的によって支払い意思額は様々。


・利用者にとっては単純な駐輪方式のほうが利用しやすい。


・利用者の認知不足によって駐輪場が有効に利用されないことがある。


・駐輪場周辺の環境から受ける印象が、違法駐輪の発生要因となることがある。





図3　調査フロー





TX開業





・駐輪場内の設備の充実によって、駐輪場を利用するメリットが大きくなる。


・周辺施設と連携することで、利用者の多様なニーズに対応することができる。








図2　つくば市　自転車駐車場整備計画








図１　温暖効果ガスインベントリオフィス資料



























































